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１、はじめに
2013年4月、私は、「新県立大学」開学準備の
ため、山形県立米沢女子短期大学へ赴任した。
翌2014年4月、管理栄養士養成課程を有する単
科大学である山形県立米沢栄養大学は「県民の
健康と豊かな暮らしの実現に寄与する」ことを
目的として開学し、2018年3月末をもって、大学
として「完成」した。同年4月には大学院（修士
課程）を開学し、2020年3月には初めての修了生
を送り出す。米沢栄養大学と大学院の立ち上げ
と完成を見届け、私個人のミッションは完了す
る予定である。この間ご支援・ご尽力いただい
たすべての方へ感謝の思いで一杯である。しか
し、当然のことながら、大学としてのミッショ
ンは今後も継続し、教職員の皆様にはさらなる
発展のために尽力いただかなければならない。
本稿は今後も管理栄養士養成課程を担う教職
員、特に管理栄養士有資格教員以外の方々への
情報提供と退任間際の私からのささやかなメッ
セージである。
２、栄養専門職養成教育との出会いと関わり
栄養士・管理栄養士の養成に関わって来年3
月でちょうど30年になる。東北大学医学部の医
局の大先輩から、地元の短大で栄養士の教育を
手伝ってくれる医師を探しているとの連絡をい
ただいたのがきっかけであった。お断りしよう
と思っていた矢先、尚絅女学院短期大学の学科
長の先生から直接電話があった。落ち着いた魅
力的なその口調に、思わずお会いすることを約
束してしまった。その後、短大は4年制大学と
なり、名称も尚絅学院大学となった。さらに、
大学院も開設し、当初「お手伝い程度」と思っ
ていたにも関わらず、短期大学での栄養士養
成から、4年制大学での管理栄養士養成、大学
院での研究指導と関わりを深めていった。その
経過の中で、学科長を務めることとなり、いか
に栄養士・管理栄養士養成教育について理解し
ていないかに改めて気づくことになる。自分な
りに、栄養士法などを読んでみても、理解が及
ばず、栄養士・管理栄養士の教育はどのような
構造になっているのか、管理栄養士の先生方が
話されている教育の大幅な改革とは何か、そし
て、はたと気づいたのは、栄養士・管理栄養士
養成教育には、栄養士・管理栄養士以外の教員
が多く関わっているにも関わらず、その教育全
般について理解している教員は少ないのではな
いか、ということであった。管理栄養士資格を
有し、日本栄養士会に属している教員にとって
当たり前のことが、非管理栄養士教員にとって
は決して当たり前ではない現実がある。
栄養士・管理栄養士養成教育について、その
全体像をつかみたい、せめて、その法的根拠な
りとも確かなものにしたいと思い、無謀にも、
ホームページで公開されていたアドレスを頼り
に、東北大学大学院教育学研究科長をお訪ねす
る。50代半ばで、今更、そのようなことを学び
たいという社会人に対し、丁寧に対応してくだ
さり、当時医師等の専門職養成を研究テーマと
している教育社会学の先生を紹介してくださっ
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た。その後、6年間にわたり、社会人（長期履
修生）として博士後期課程に在学し、2013年3
月に無事修了することができた。
３、日本における栄養専門職養成制度の現状と
変遷
日本における栄養士・管理栄養士の養成施設
には、栄養士養成施設と管理栄養士養成施設が
あり、管理栄養士養成施設はすべて栄養士養成
施設を兼ねる。管理栄養士養成施設は修業年限
4年であり、その多くは4年制大学であるが、一
部専門学校も含まれる。栄養士養成施設は、修
業年限2 ～ 4年であり、短期大学、専門学校、
4年制大学で構成されている。いずれの養成施
設においても所定の単位を取得することによ
り、卒業と同時に申請により栄養士免許取得が
可能である。管理栄養士養成施設卒業生は所定
の単位を取得後、すぐに管理栄養士国家試験を
受験できる。栄養士養成施設卒業生は、実務経
験（年数は修業年限により異なる）を積むこと
により、管理栄養士国家試験受験資格を取得で
きる。いずれにしろ、管理栄養士国家試験合格
者のみが管理栄養士の免許を取得できる。栄養
士・管理栄養士養成施設は、その指定にあた
り、施設設備・教員・教育課程など細かく規定
されており、栄養士養成施設の指定は厚生労働
大臣、管理栄養士養成施設の指定は学校にあっ
ては厚生労働大臣及び文部科学大臣が、それ以
外については厚生労働大臣が行う。
日本における栄養士の養成は、1925年国立栄
養研究所所長である佐伯矩が私費を投じて栄養
学校を設立したことに始まるとされ、制度化は
1945年の栄養士規則制定による。1947年には栄
養士法が公布され、以後数度にわたり大きな改
正がなされてきた。
栄養士及び管理栄養士資格の取得要件は、栄
養士法改正に伴い、変遷してきた。その概要を
図に示す。1962年の栄養士法改正により管理栄
養士制度が始まった。直近の大きな改正は2000
年であり、管理栄養士資格を取得するために
は、科目免除なしの国家試験合格が必須となっ
た。
2000年以降、栄養士法の大きな改正はない
が、運営上の変化として、2018年3月から、管
理栄養士国家試験が、3月受験・5月発表から、
3月受験・発表となったことがあげられる。こ
の結果、法律上の変化はないが、栄養士養成施
設卒業生（栄養士資格保有者）が管理栄養士国
家試験を受験するための要件としての実務経験
年数が実質1年延長することとなり、また、管
理栄養士養成施設新卒の国家試験合格者は、4
月1日から管理栄養士として仕事に就けること
となる。管理栄養士養成施設はその間増加し続
け、栄養士養成施設（管理栄養士養成施設を除
く）は減少しているが、新たな開設もあり、厚
生労働省健康局健康課栄養指導室・一般社団法
人全国栄養士養成施設協会発行「令和元年度管
理栄養士・栄養士養成施設一覧」によれば、管
理栄養士養成施設149、栄養士養成施設151であ
る。
もう一つの新しい動きとしては、日本栄養改
善学会が中心となったモデル・コア・カリキュ
ラムの発表である。日本栄養改善学会では、以
前から独自にモデル・コア・カリキュラムの検
討・発表を行っていたが、2017 ～ 2018年度の2
年間にわたり、厚生労働省からの委託を受け、
改めて様々な観点から調査・検討を行い、2019
年3月に、「管理栄養士養成のための栄養学教育
モデル・コア・カリキュラム」「栄養士養成の
ための栄養学教育モデル・コア・カリキュラム」
等を発表している。今後、このモデル・コア・
カリキュラムがどのように活用されていくの
か、栄養士法等の改正につながっていくのか、
注目したい。
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1年以上見習い後栄養士試験合格
1年以上の栄養士養成施設卒業
A　1945年栄養士規則及び1947年栄養士法
栄養士免許取得
2年以上見習い後栄養士試験合格
2年以上の栄養士養成施設卒業
B　1950年改正栄養士法
栄養士免許取得
C　1962年改正栄養士法
栄養士試験合格等
栄養士養成施設
管理栄養士養成施設
修業年限4年
（経過措置）一定期
間以上の実務経験
修業年限2年
修業年限3年
修業年限4年
実務経験2年以上
実務経験1年以上
管理栄養士登録
管理栄養士試験
D　1985年改正栄養士法
栄養士養成施設
管理栄養士養成施設
修業年限4年
修業年限2年
修業年限3年
修業年限4年
実務経験2年以上
実務経験1年以上
管理栄養士登録管理栄養士国家試験
科目一部免除
栄養士免許取得 管理栄養士国家試験
E　2000年改正栄養士法
栄養士養成施設
管理栄養士養成施設
修業年限4年
修業年限2年
修業年限3年
修業年限4年
実務経験3年以上
実務経験2年以上
実務経験1年以上
管理栄養士免許栄養士免許取得 管理栄養士国家試験
栄養士免許取得
図　栄養士・管理栄養士資格要件の変遷
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４、栄養専門職養成関係等執筆資料の紹介
日本における栄養士・管理栄養士養成制度の
変遷の概要については、資料（鈴木、2008）に、
その背景については、資料（鈴木、2009a）に
詳述した。日本の栄養専門職は、なぜ管理栄養
士と栄養士の2階建てになっているのか、管理
栄養士と栄養士の違いは何か、なぜ日本の栄養
専門職は世界で類を見ないほど数が多いのか、
その養成制度変遷過程の中で、国（厚生省・厚
生労働省など）、養成施設団体、職能団体など
が果たした役割はどのようなものであったかな
どを検証した。
日本の栄養専門職養成制度は、栄養士法及び
それに関連した政令・省令・通知通達等により
規制され、質の担保がなされている。資料（鈴
木、2010a）では、リーガルリサーチの手法を
用いて、管理栄養士・栄養士養成施設の教育課
程編成基準及び教員要件の変遷とその背景を明
らかにした。栄養士・管理栄養士の資質向上や
専門職化促進、国民の疾病構造の変化などの社
会的背景とともに、我が国の高等教育政策、特
に大学設置基準の改正が大きく関係している。
専門職の質担保のために、現場における実務
実習は重要な要件の一つである。資料（鈴木ほ
か、2010b）では、管理栄養士と栄養士の教育
課程における学外実習の制度面での変遷ととも
に、管理栄養士の学外実習（臨地実習）の直近
の決定過程を明らかにした。学外実習は、厚生
省（厚生労働省）が国民の健康課題を背景に、
関係諸団体の意向をくみながら決定してきてい
るが、より良い実務実習の実施という「理想」
と実習生の数と質、受け入れ側の状況などの「現
実」とのせめぎあいが、その決定に大きな役割
を果たしている。
日本における栄養専門職養成制度の変遷に関
わる重要なステークホルダーとして、養成施設
（団体）と職能団体がある。養成施設に焦点を
当て、その特徴を明らかにしたのが資料（鈴木、
2009b）である。日本における栄養士・管理栄
養士の養成機関の特徴は、その数の多さと多様
性にあり、戦前から存在する医療保健系の養成
機関のほかに、戦後多数の家政系女子大学及び
短期大学が栄養士養成に参入してきたことの影
響が大きい。日本の高等教育の特異性、特に女
子教育の戦前の立ち遅れと戦後の急速な展開、
私立大学の発展とその背後にあるサバイバルに
関する課題などと密接に関連している。
もう一方のステークホルダー、職能団体であ
る日本栄養士会に焦点を当てたのが資料（鈴木
ほか、2011）である。日本栄養士会は、管理栄
養士制度設立前から一貫して、相応の修業年限
を有する専門教育機関における教育と国家試験
による資格付与を主張してきた。その実現のた
めに、同会は、会員の獲得、会員の管理栄養士
資格取得の支援、内部の組織化などを行い、政
治活動を行える別組織を強化するとともに、内
部及び第3者機関による調査を実施、諸外国の
制度も参考にして、専門職化を推進してきた。
世界の栄養専門職養成制度、資格付与制度
はどのようになっているのか。栄養士会の国
際組織として、国際栄養士連盟（International 
Confederat ion of  Dietet ic  Associat ions　 ;　
ICDA）がある。ICDAでは、栄養士教育の最低
限の基準として、「学士号」「最低500時間以上
の指導体制の整った実習期間」、「国際的なコン
ピテンシーの基準に合致していること」を挙げ
ており、現在の日本の栄養士教育は、管理栄養
士であってもこれらを満たしているとは言えな
い状況にある。資料（鈴木ほか、2012）は、
ICDA及びその加盟機関のホームページに記載
されている諸外国の栄養士（養成）制度を比較
したものである。諸外国の養成制度は多様であ
るが、日本における養成数の多さと、国際基準
未充足は特筆すべき事項である。諸外国のうち
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イギリスについて、保健ケア関係専門職の規制
機関であるHealth and Care Professional Council 
（HCPC）が実施する実践適合性の検討プロ
セスを明らかにしたのが資料（白旗・鈴木、
2014）である。また、イギリスの栄養士養成の
到達基準を資料（鈴木ほか、2015c）で示した。
養成教育以降であるが、専門職はそれにふさ
わしい報酬と職域がなければ専門職たりえな
い。いかにして管理栄養士が専門職にふさわし
い職域確保を果たそうとしたか、特に診療報酬
獲得に向けた日本栄養士会の動きを中心に追っ
たのが資料（鈴木、2015a）である。また、養
成教育と現場とをつなぐ「初期研修」に焦点を
当てたのが資料（鈴木、2019）である。
2012年日本栄養学教育学会が設立された。
2015年に創刊された学会誌に掲載された総説が
資料（鈴木、2015b）である。日本における栄
養専門職養成教育の歴史及び現状、栄養専門職
の養成教育に関わる研究動向、他専門職養成教
育との比較、諸外国の栄養専門職養成教育の状
況を概観したあと、日本における栄養専門職養
成教育の中で、日本栄養学教育学会が果たすべ
き役割と意義について考察した。
以上は、管理栄養士・栄養士養成教育に関わ
る非管理栄養士教員としての素朴な疑問を明ら
かにしたものであり、養成教育に関わる方々の
参考になれば幸甚である。
５、日本における栄養専門職養成教育の課題
制度上の課題とともに、その制度を基礎とし
て実際の運営上の課題がある。
過去の経緯から、日本では、栄養専門職は、
栄養士・管理栄養士資格の2階建て構造になっ
ており、資格制度を複雑にしている。また、養
成施設・養成数の規制が行われていないことか
ら、国際的に見ても非常に多くの栄養士・管理
栄養士が毎年誕生している。結果として、日本
の養成制度は国際基準に合致しておらず、グ
ローバル化の時代にあって、日本の有資格者が
世界で評価されない可能性もある。また、養成
が現場での必要数とは関係なく行われているた
め、専門職として見合った職域確保が難しい現
状にあり、栄養士と管理栄養士の職域も一部を
除き、あいまいである。それに伴い、専門職志
望の学生としては、モチベーションや基礎学力
に課題のある学生も存在する。また、管理栄養
士養成施設の急増に伴い、管理栄養士有資格教
員の確保の困難さ、非管理栄養士教員の管理栄
養士養成教育に対しての理解不足などが課題と
してあげられる。それらは、教育の質の課題と
直結する。
６、山形県立米沢栄養大学の場合
本学の場合、基礎となる制度上の課題は共通
しており、運営上の課題も存在しているが、多
くの「強み」も有している。まず、公立である
ため、授業料等が比較的低廉で、きめ細かな教
育が実施できる。そのため、優秀でモチベー
ションの高い学生が確保できている。また、山
形県唯一の管理栄養士養成施設であり、山形県
をはじめ県内関係機関、山形県栄養士会や地域
住民からの理解と多大な支援を得ることができ
ている。開学当初から、「地域連携・研究推進
センター」を立ち上げているが、当初から現在
に至るまで、活発な活動を展開できている。山
形県の豊かな食材の存在も本学の教育を支えて
いる。
一方、山形県には管理栄養士養成施設がな
かったこと、米沢が全国有数の豪雪地帯である
ことなどから、特に管理栄養士有資格教員の確
保の困難さは、今後の大きな課題である。管理
栄養士有資格教員の育成も視野に入れて大学院
を開学したが、その成果が目に見えるようにな
るまでには相応の時間がかかるものと考える。
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７、最後に
すべての養成施設教員に言えることである
が、管理栄養士資格の有無にかかわらず、管理
栄養士養成施設の教員であることを自覚して、
養成教育に関心を持ち、制度的な制約にも精通
した上で、全員で力を合わせて養成教育を進め
ていくことが肝要である。それぞれの専門領域
の学会のみならず、可能であれば、日本栄養学
教育学会、日本栄養改善学会にはすべての教員
が所属して、養成教育の在り方について研鑽を
積んでいくことができないだろうか。
日本の栄養専門職養成制度は、厚生労働省
（厚生省）が養成施設団体や職能団体などの関
係団体の意見を聴取しながら、国会審議などを
経て、作り上げてきている。決められた制度の
中で、ルールに従いながら、全力を尽くして教
育に当たることも重要であるが、今後の日本の
栄養専門職養成を考えるのであれば、現に養成
教育に当たっている教員が、関係する学会等に
結集し、制度をよりよい方向に変えていく意見
をしかるべき場に届けていくことも必要ではな
いかと考える。
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